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2015 年２月 26 日に総会により採択された決議 

〔主要委員会への付託なし（A/69/L.52 and Add.1）〕 

 

69/267．第二次世界大戦終了 70 周年記念 

 

総会は、 

 

加盟国が勝利、自由および記念の個別の日を有することができることを認識しつつ、その中で

総会が、特に、追憶と和解の時として５月８日と９日を宣言した、2004 年 11 月 22 日の総会決議

59/26 を想起し、 

 

2015 年が第二次世界大戦、言語に絶する悲哀を人類、特にヨーロッパ、アジア、アフリカ、

太平洋および世界の他の部分、に与えた戦争、の終了 70 周年記念を示すこともまた想起し、 

 

この歴史的な出来事が、将来の戦争を予防しそして戦争の惨害から将来の世代を救うために予

定された、国際連合の創設のための条件を確立したことを強調し、 

 

2015 年が国際連合の創設の 70 周年記念を示すことを想起し、 

 

国際連合の加盟国に対し、中心的な役割を果たしている国際連合と共に、国際の平和および安

全に対する課題と脅威を扱うことにおいて自らの努力を結束すること、そしてその国際関係におい

て、武力による威嚇または武力の行使を、いかなる国の領土保全または政治的独立に対するものも、

また、国際連合の目的と両立しない他のいかなる方法によるものも慎むためあらゆる努力を払うこ



と、そして国際連合憲章に従って平和的手段によりあらゆる紛争を解決することを求め、 

 

その受け継いだものを克服することにおいておよび和解、国際的なまた地域的な協力並びに民

主的な価値、人権および基本的自由を促進することにおいて、第二次世界大戦の終了以来、とりわ

け国際連合および地域的や準地域的な機構の設立並びに他の適切な枠組を通して為されてきた進

展を強調し、 

 

１．加盟国、国際連合システムの組織、非政府機関および個人に対し、第二次世界大戦の全て

の犠牲者をたたえるため適切なやり方でこれらの日々を祝うことを招請する。 

 

２．総会の議長に対し、戦争のあらゆる犠牲者を記念して 2015 年５月の第二週に総会の厳粛

な特別会合を開催することを要請する。 

 

３．事務総長に対し、国際連合の全ての加盟国および組織の注意を本決議に向けさせることま

たその実施のために必要な措置を講じることを要請する。 
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